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温かいもてなしに喜ぶ参加者の皆さん

世界のサイクリストをおもてなし

「コグウェイ四国」歓迎交流会

　「自転車は世界をつなぐ」を合言葉に四国を旅する「コ
グウェイ四国」（同実行委員会主催）が開かれ、11カ国か
ら約50人が参加しました。一行は８日間かけて四国を
一周し、10月12日にゴールの内子町に到着しました。内
子自治センターで行われた歓迎会では、地酒やレストラ
ンからりの料理、伊予万歳の披露などでもてなし、長旅
の疲れを癒しながら交流を深めました。

　内子町内の各宿泊・体験施設の体験プログラムを知って
ほしいと「内子グリーンツーリズムフェア」（内子ＧＴ協会
主催）が10月18日、まちの駅なんぜで開かれました。参加
者はコケ玉や割り箸作り、ピザ焼きなどに挑戦しました。
初めて参加した長岡一

いちか

華さん（内子小６年）は「いろいろな
体験が簡単にできるので楽しい。かわいいコケ玉が作れた
ので玄関に飾りたい」とうれしそうに話しました。

体験プログラムの「楽しい！」をＰＲ
「内子グリーンツーリズムフェア」

簡単に楽しめるコケ玉づくりに熱中する参加者

感謝状を受け取る廿日市自治会の皆さん

いつもきれいな内子町の玄関口

ＪＲ四国が廿日市自治会に感謝状

　長年にわたりＪＲ内子駅周辺の環境美化活動を続けて
いる廿日市自治会（樋内みどり自治会長）に10月18日、
ＪＲ四国から感謝状と記念品が贈られました。
　同自治会は第２・４日曜日にJR内子駅の清掃をして
いる他、花の植栽や水やりなどをしています。樋内会長
は「内子の玄関口をみんなできれいにしている。感謝状
をお披露目して、今後の励みにしたい」と話しました。

　赤ちゃんと触れ合いながら、小さな命の重みを感じる
「命の授業」が９月30日、小田中学校で行われました。
　授業ではまず、赤ちゃんとお母さん11組が中学校を
訪問。生徒たちに赤ちゃんを抱かせたり、育児の話をし
たりして交流しました。その後、生徒たちは結婚や出産、
子どもを育てる親の責任などについて意見を交わしなが
ら、命について真剣に考えていました。

思春期の子どもたちに伝えたい

命の大切さと親の思い――

秋の食欲を里山の自慢料理で満たす

長田地区で、恒例の「食の文化祭」

　田舎の食を楽しむ「食の文化祭」（長田自治会主催）が
10月11日、長田自治会館グラウンドで開かれました。
　長田名物の釜揚げうどんをはじめ、手作りこんにゃく
や地元の新鮮野菜がたっぷり乗ったピザなど、自慢の食
がズラリと並びました。今回は鬼北町・愛治ちんどんク
ラブやかぼちゃの重量当てクイズなどが行われ、会場に
は楽しそうな笑い声が響いていました。 熱々の釜揚げうどんが大人気

うれしそうに赤ちゃんを抱く生徒

　紅葉の見頃を迎えた小田深山で10月、「彩りの小田深
山散策」が行われました。開催された３回とも、すっきり
とした青空が広がり、参加者は標高1,562㍍の笠取山から
の見晴らしを楽しみながら約４㌔を歩きました。
　気持ちのいい天気と黄金色のブナの森に迎えられた参
加者は「とてもきれいで心が静まる。山で食べる弁当も
おいしい」と秋の小田深山を満喫していました。

秋晴れの空と小田深山の紅葉を楽しむ

「彩りの小田深山散策」

笠取山の緩やかな尾根を歩く

　五十崎幼稚園の「お祭りごっこ」が 10 月 10 日に行わ
れ、園児 38 人が幼稚園から新川児童公園までを練り歩
きました。今回初めて地元の獅子舞保存会の指導を受け
た園児たち。物語の内容や動作の意味を教わり、伝統的
な獅子舞やキツネ踊りなどをかわいらしく踊っていまし
た。奥野貴

たかこ

子園長は「園児たちが地域の人々や文化に触
れることができて良かった」と笑顔でした。

園児たちが地域と文化に触れる

五十崎幼稚園の「お祭りごっこ」

元気に獅子舞を演じる子どもたち

　秋の交通安全週間に合わせて「交通安全大作戦」（内
子交通安全協会天神支部他主催、宮脇邦

くにお

夫支部長）が９
月 29 日、天神地区で行われました。
　参加者は交通安全祈願祭の後、地域の高齢者が応募し
た標語などを主要地方道肱川公園線沿いに設置しまし
た。宮脇支部長は「これからもいたわりの心を大切にし
て、無事故を続けてほしい」と呼び掛けました。

死亡事故０
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の記録をいつまでも

地域住民が一丸となって交通安全を推進

みんなで協力して交通安全標語の設置を開始


